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第２ 章 現状と 課題 

（ １ ） 現状 

・ 本能学区は四条烏丸の西側に位置し 、 北は三条通、 南は四条通、 東は西洞院通、 西は

堀川通に囲まれています。  

・ 学区のほぼ中央には、 本能自治会館や堀川高校などの施設が立地し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本能学区の位置・ 立地状況（ 画像©2022 goog le マッ プ）  
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・ 交通の利便性の良さ や良好な学校環境等を背景と し て、 呉服関係の職人の工房や店舗

であっ た場所に、 近年、 マン ショ ン 等が建つこ と が多く なり 、 人口が大き く 増加し 、

まちが様変わり し つつあり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 戦後の町並みと マンショ ン等の立地状況 

（ 出典： 京都市明細図、 所蔵： 京都府立京都学・ 歴彩館）  
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（ ２ ） 人口等の現状 

①人口・ 世帯数・ １ 世帯当たり 人員 

・ 人口は、 令和２ 年で 5,731 人と なっ ており 、 近年、 増加傾向が続いていまし たが、

平成 27 年から 微減し ています。  

・ 世帯数は、 近年、 増加傾向が続いており 、 令和２ 年で 3,007 世帯と なっ ています。  

・ 令和２ 年の１ 世帯当たり 人員は 1.91 人と なっ ており 、 平成 27 年から 微減し ていま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出典： 各年国勢調査）  

②年齢階層別人口 

・ 令和２ 年の年少人口は 746 人と なっ ており 、 近年、 増加傾向が続いていまし たが、

平成 27 年から 微減し ています。  

・ 令和２ 年の老齢人口は 943 人と なっ ており 、 近年、 増加傾向が続いていまし たが、

平成 27 年より 87 人減少し 、 高齢化率も 1.6 ポイ ント 減少し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  285(9.6%)
452

（10.2%）

621
(13.9%）

748
(14.0%)

746
(13.9%)

2,118
(71.2%)

3,187
(72.3%)

2,984
(66.9%)

3,580
(66.8%)

3,672
(68.5%)

573
(19.3%)

771
(17.5%)

854
(19.2%)

1,030
（19.2%）

943
(17.6%)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H12
(2000)

H17
(2005)

H22
(2010)

H27
(2015)

R2
(2020)

年少⼈⼝（0歳〜14歳） ⽣産年齢⼈⼝（15歳〜64歳） ⽼年⼈⼝（65歳以上）

（％）

3,093

4,443
4,924

5,777 5,731

1,416

2,332 2,605 2,833 3,007

2.18

1.91 1.89
2.04

1.91

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H12
(2000)

H17
(2005)

H22
(2010)

H27
(2015)

R2
(2020)

⼈⼝ 世帯数 １世帯当たり⼈員

(⼈、世帯) (⼈/世帯)

（ 出典： 各年国勢調査）  
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（ ３ ） 防災上の課題 

①地震による被害 

・ 花折断層地震が起こ ると 、 本能学区では、 震度６ 強～震度７ が予測さ れており 、 家

屋の倒壊を はじ め、 火災の発生、 人的被害、 ラ イ フ ラ イ ンの機能停止など、 大き な

被害が想定さ れています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【出典】京都市地震ハザードマップ（発行：平成 31 年 4 月） 

本能学区 
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②防災上の課題の整理 

・ 現状や地震による 被害想定、 こ れまでの取組で頂いた住民のみなさ んのご意見等を

踏まえると 、本能学区の防災上の課題は、以下のよう にまと めるこ と ができ まし た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「 コ ミ ュニティ 」 について 
・マンションやホテルなどが増え、町内会のまとまりが弱まっているとこ

ろが見られます。 

・高齢者が増え、町内会や地域コミュニティに関わらない人も見られるよ

うになっています。 

【 課題①】 町内会のまと まり が弱まり 、 高齢者や地域と 距離を置く 人が増

えると 、 災害時の安否確認や円滑な避難、 救出救護活動への影

響が心配さ れます。  

 

「 いえ」 について 
・「染め」のまちの雰囲気が残り、風情ある町並みが見られ、古い木造住

宅が見られます。 

・空き家は比較的少ないですが、高齢化の進展により、今後、空き家が増

加することが予測されます。 

・四条通や堀川通の沿道を中心にマンションが多く立地しています。 

【 課題①】 古い木造住宅などは、 建物の倒壊により 、 自身の生命や財産だ

けでなく 、 安全な避難や緊急車両の進入に支障があるなどの危

険性があり ます。  

【 課題②】 エレベータ ーが停止し たり 、 高層階で揺れが激し く なるなど、

マンショ ンにおいても 災害に備える取組が必要です。  

 

「 みち」 について 
・学区の外周である四条通、堀川通などは広い幅員の幹線道路ですが、学

区内を横断する六角通や錦小路通、縦貫する小川通などには、幅員の狭

いところが多く見られます。 

・学区の北西側、越後町や越後突抜町に路地が集中しています。通り抜け

ができる路地に比べて、袋路（通り抜けできない路地）が多くあります。 

【 課題①】 幅員の狭い道では、 災害時に建物が倒壊すると 避難経路がふさ

がれ、 安全な避難が出来なく なっ たり 、 緊急車両の円滑な通行

が難し く 、 災害時の対応に遅れが生じ る可能性があり ます。  

「 まち」 について 
・学区のほぼ中央に本能自治会館や堀川高校が立地し、学区の北側には本

能公園が整備されています。 

・市の中心部に位置し、飲食店や店舗をはじめ、ホテルなどの宿泊施設が

多く立地しています。 

【 課題①】 本能自治会館・ 本能館の避難所と し ての機能を充実するこ と が

望まれます。  

【 課題②】 ホテル等と の災害時の協力・ 連携体制づく り が期待さ れます。  


